
(57)【要約】

【課題】　騒音の大きさに応じて能動的に騒音を低減す

ることができる防音装置を提供する。

【解決手段】　防音装置１は、圧電フィルム２の振動面

を振動させて騒音Ｓ1を低減させる音Ｓ2を発生するアク

ティブ方式の防音装置である。防音装置１は、騒音検出

部５によって騒音Ｓ1を検出し、この騒音Ｓ1を打ち消す

ような音Ｓ2を圧電フィルム２に発生させて騒音Ｓ1を低

減する。圧電フィルム２は、振動面を振動させて騒音Ｓ

1を低減する音Ｓ2を発生するフィルムであり、騒音検出

部５は騒音Ｓ1を検出するマイクロホンなどの音響電気

変換器である。電力発生部６は、騒音検出部５の検出結

果に基づいて、圧電フィルム２を振動させるための電力

を発生し、制御部７からの指令に基づいて導電部４ａ，

４ｂに電流を流し圧電フィルム２の振動面を振動させる

。

【選択図】　　　図１

JP 2006-177027 A 2006.7.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 騒 音 を 低 減 す る 防 音 装 置 で あ っ て 、
　 振 動 面 を 振 動 さ せ て 前 記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 を 発 生 す る 圧 電 フ ィ ル ム を 備 え る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 防 音 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 防 音 装 置 に お い て 、
　 前 記 騒 音 を 検 出 す る 騒 音 検 出 部 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 圧 電 フ ィ ル ム を 振 動 さ せ る
た め の 電 力 を 発 生 す る 電 力 発 生 部 を 備 え る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 防 音 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 騒 音 を 低 減 す る 防 音 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 騒 音 を 振 動 面 で 受 け て 音 圧 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 第 １ の 圧 電 フ ィ ル ム と 、
　 前 記 電 気 信 号 に よ っ て 振 動 面 を 振 動 さ せ て 前 記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 を 発 生 す る 第 ２ の 圧
電 フ ィ ル ム と 、
　 を 備 え る 防 音 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 防 音 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 圧 電 フ ィ ル ム が 前 記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 を 発 生 す る よ う に 、 前 記 電 気 信 号 を
処 理 す る 信 号 処 理 部 を 備 え る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 防 音 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 音 装 置 に お い て 、
　 前 記 圧 電 フ ィ ル ム は 、 複 数 積 層 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 防 音 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 騒 音 を 低 減 す る 防 音 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 防 音 装 置 は 、 PVDF(ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン )の 透 明 な 圧 電 フ ィ ル ム と 、 こ の 圧 電 フ
ィ ル ム の 両 面 に 積 層 さ れ た 透 明 な 導 電 性 フ ィ ル ム か ら な る ２ 枚 の 電 極 と 、 こ れ ら の 電 極 間
に 接 続 さ れ た 抵 抗 な ど を 備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う な 従 来 の 防 音
装 置 は 、 自 動 車 や 列 車 の 走 行 に よ っ て 生 ず る 騒 音 （ 振 動 エ ネ ル ギ ー ） を 圧 電 フ ィ ル ム に よ
っ て 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 抵 抗 に よ っ て 消 費 し 、 騒 音 に よ る
振 動 を 減 衰 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 10-018239号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 防 音 装 置 は 、 騒 音 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 受 動 的 に 熱 エ ネ ル ギ ー に 変
換 す る パ ッ シ ブ 方 式 の 防 音 装 置 で あ る 。 こ の た め 、 従 来 の 防 音 装 置 で は 、 騒 音 の 大 き さ に
応 じ て 能 動 的 に 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 防 音
装 置 で は 、 パ ッ シ ブ 方 式 で あ る た め 騒 音 に よ っ て 導 電 性 フ ィ ル ム が 振 動 し 、 そ の 振 動 エ ネ
ル ギ ー （ 振 動 に よ る 電 気 エ ネ ル ギ ー ） 分 だ け し か 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き ず 、 導 電 性 フ
ィ ル ム 自 体 の 振 動 に 対 す る 物 性 値 に 依 存 し て し ま い 、 そ の 物 性 値 以 上 の 騒 音 低 減 効 果 を 発
現 す る こ と が で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 課 題 は 、 騒 音 の 大 き さ に 応 じ て 能 動 的 に 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る 防 音 装
置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 解 決 手 段 に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 す る 。
　 な お 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に 対 応 す る 符 号 を 付 し て 説 明 す る が 、 こ の 実 施 形 態 に 限 定 す
る も の で は な い 。
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 騒 音 （ Ｓ 1 ） を 低 減 す る 防 音 装 置 で あ っ て 、 振 動 面 を 振 動 さ せ て 前
記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 を 発 生 す る 圧 電 フ ィ ル ム （ ２ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 防 音 装 置
（ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 防 音 装 置 に お い て 、 前 記 騒 音 を 検 出 す る 騒 音 検 出
部 （ ５ ） の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 圧 電 フ ィ ル ム を 振 動 さ せ る た め の 電 力 を 発 生 す る 電
力 発 生 部 （ ６ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 防 音 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 騒 音 （ Ｓ 1 ） を 低 減 す る 防 音 装 置 で あ っ て 、 前 記 騒 音 を 振 動 面 で 受
け て 音 圧 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 第 １ の 圧 電 フ ィ ル ム （ ２ Ａ ） と 、 前 記 電 気 信 号 に よ っ て 振
動 面 を 振 動 さ せ て 前 記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 （ Ｓ 2 ） を 発 生 す る 第 ２ の 圧 電 フ ィ ル ム （ ２ Ｂ
） と を 備 え る 防 音 装 置 （ １ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 防 音 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の 圧 電 フ ィ ル ム が 前
記 騒 音 を 低 減 さ せ る 音 を 発 生 す る よ う に 、 前 記 電 気 信 号 を 処 理 す る 信 号 処 理 部 （ ９ ） を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 防 音 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 防 音 装 置 に お い
て 、 前 記 圧 電 フ ィ ル ム は 、 複 数 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 防 音 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 に よ る と 、 騒 音 の 大 き さ に 応 じ て 能 動 的 に 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 分 解 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２
は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 振 部 材 の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の III-III線
で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 防 音 装 置 １ は 、 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 す る 装 置 で あ る 。 防 音 装 置 １ は 、 圧 電
フ ィ ル ム ２ と 、 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ と 、 導 電 部 ４ ａ ， ４ ｂ と 、 騒 音 検 出 部 ５ と 、 電 力 発 生 部
６ と 、 制 御 部 ７ な ど を 備 え て お り 、 こ の 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 振 動 面 を 振 動 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を
低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 発 生 す る ア ク テ ィ ブ 方 式 の 防 音 装 置 で あ る 。 防 音 装 置 １ は 、 騒 音 検 出
部 ５ に よ っ て 騒 音 Ｓ 1 を 検 出 し 、 こ の 騒 音 Ｓ 1 を 打 ち 消 す よ う な 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ に
発 生 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 す る 。 防 音 装 置 １ は 、 音 源 の 移 動 方 向 に 沿 っ て 左 右 方 向 及 び 上
下 方 向 に 複 数 並 べ て 設 置 可 能 で あ り 、 搬 送 や 設 置 作 業 が 容 易 な よ う に 予 め ユ ニ ッ ト 化 さ れ
て い る 。 防 音 装 置 １ は 、 例 え ば 、 騒 音 Ｓ 1 を 発 生 す る エ ン ジ ン な ど の 機 器 の 周 囲 、 車 両 の
床 下 、 吸 音 又 は 遮 音 を 目 的 と す る 防 音 体 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 圧 電 フ ィ ル ム ２ は 、 振 動 面 を 振 動 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 す る 音 Ｓ 2 を 発
生 す る フ ィ ル ム で あ る 。 圧 電 フ ィ ル ム ２ は 、 共 振 周 波 数 で 吸 音 性 が あ り 自 由 振 動 が 可 能 な
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圧 電 性 高 分 子 膜 又 は 分 散 型 圧 電 高 分 子 膜 で あ る 。 こ の よ う な 圧 電 フ ィ ル ム ２ は 、 例 え ば 、
PVDF(ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン )の フ ィ ル ム や 、 有 機 系 の 誘 電 体 又 は 強 誘 電 体 を 非 誘 電 体 に 分
散 さ せ た フ ィ ル ム な ど で あ る 。 圧 電 フ ィ ル ム ２ は 、 騒 音 Ｓ 1 に よ る 振 動 を 電 気 信 号 に 変 換
す る 機 械 電 気 変 換 部 と し て 機 能 し 、 騒 音 Ｓ 1 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変
換 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 接 点 部 分 で あ る 。 電 極 層 ３
ａ ， ３ ｂ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 両 面 に そ れ ぞ れ 積 層 さ れ て お り 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 両 面 全
域 を 被 覆 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 例 え ば 、 金 属 、 金
属 酸 化 物 又 は カ ー ボ ン な ど の 導 電 性 材 料 を 蒸 着 、 シ ル ク ス ク リ ー ン 印 刷 又 は イ オ ン ス パ ッ
タ リ ン グ な ど の 方 法 に よ っ て 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 両 面 に 形 成 さ れ た り 、 導 電 性 材 料 を 含 有 す
る 樹 脂 又 は 導 電 性 高 分 子 な ど の 導 電 性 樹 脂 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 両 面 に 多 層 化 さ れ 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す 導 電 部 ４ ａ ， ４ ｂ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 発 生 す る 電 流 が 流 れ る 部 分 で あ る 。
導 電 部 ４ ａ ， ４ ｂ は 、 一 方 の 端 部 が 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て お り 、 他 方 の
端 部 が 電 力 発 生 部 ６ に 接 続 さ れ て い る 。 導 電 部 ４ ａ ， ４ ｂ は 、 例 え ば 、 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ
の 表 面 に 印 刷 な ど に よ っ て 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 騒 音 検 出 部 ５ は 、 騒 音 Ｓ 1 を 検 出 す る 部 分 で あ り 、 音 響 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に
変 換 す る マ イ ク ロ ホ ン な ど の 音 響 電 気 変 換 器 で あ る 。 騒 音 検 出 部 ５ は 、 騒 音 Ｓ 1 の 音 圧 に
応 じ た 電 気 信 号 を 制 御 部 ７ に 出 力 す る 。 電 力 発 生 部 ６ は 、 騒 音 検 出 部 ５ の 検 出 結 果 に 基 づ
い て 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ を 振 動 さ せ る た め の 電 力 を 発 生 す る 部 分 で あ り 、 制 御 部 ７ か ら の 指
令 に 基 づ い て 導 電 部 ４ ａ ， ４ ｂ に 電 流 を 流 し 圧 電 フ ィ ル ム ２ の 振 動 面 を 振 動 さ せ る 。 制 御
部 ７ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 発 生 す る よ う に 、 騒 音 検 出 部 ５ の
検 出 結 果 に 基 づ い て 電 力 発 生 部 ６ を 制 御 す る 部 分 で あ る 。 制 御 部 ７ は 、 騒 音 Ｓ 1 を 打 ち 消
す よ う な 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 発 生 す る よ う に 電 力 発 生 部 ６ を 制 御 し 、 電 力 発 生 部 ６
が 圧 電 フ ィ ル ム ２ に 供 給 す る 電 力 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 動 作 を 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 防 音 装 置 １ を 道 路 や 軌 道 に 沿 っ て 設 置 し た 状 態 で 、 道 路 や 軌 道 に 沿 っ
て 自 動 車 や 列 車 が 走 行 す る と 騒 音 Ｓ 1 が 発 生 す る と 、 騒 音 検 出 部 ５ が こ の 騒 音 Ｓ 1 を 検 出 す
る 。 騒 音 検 出 部 ５ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 電 力 発 生 部 ６ を 制 御 部 ７ が 制 御 す る と 、 導 電 部 ４
ａ ， ４ ｂ を 通 じ て 電 極 層 ４ ａ ， ４ ｂ に 電 力 発 生 部 ６ か ら 電 流 が 流 れ る 。 そ の 結 果 、 圧 電 フ
ィ ル ム ２ の 振 動 面 が 振 動 し て 、 騒 音 Ｓ 1 を 打 ち 消 す よ う な 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 発 生 し
、 自 動 車 や 列 車 が 走 行 し た と き に 発 生 す る 騒 音 Ｓ 1 が 低 減 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 に は 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 効 果 が あ る 。
(1) こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 振 動 面 を 振 動 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル
ム ２ が 発 生 す る 。 そ の 結 果 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 発 生 す る 音 Ｓ 2 に よ っ て 能 動 的 に 騒 音 Ｓ 1 を
低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
(2) こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 騒 音 Ｓ 1 を 検 出 す る 騒 音 検 出 部 ５ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 圧
電 フ ィ ル ム ２ を 振 動 さ せ る た め の 電 力 を 電 力 発 生 部 ６ が 発 生 す る 。 こ の た め 、 例 え ば 、 騒
音 Ｓ 1 の 波 長 と 半 波 長 ず れ た 波 長 の 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ が 発 生 す る よ う に 、 電 力 発 生 部
６ が 圧 電 フ ィ ル ム ２ に 電 力 を 供 給 し こ の 騒 音 Ｓ 1 を 音 Ｓ 2 に よ っ て 打 ち 消 し 騒 音 Ｓ 1 を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ４ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 分 解 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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　 図 ４ に 示 す 防 音 装 置 １ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ ， ２ Ｂ と 、 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ と 、 導 電 部 ４
ａ ， ４ ｂ と 、 電 力 発 生 部 ６ と 、 制 御 部 ７ と 、 電 圧 測 定 部 ８ と 、 信 号 処 理 部 ９ な ど を 備 え て
い る 。 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ ， ２ Ｂ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 圧 電 フ ィ ル ム ２ と 同 一 部 材 で あ り 、
圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ は 騒 音 Ｓ 1 を 振 動 面 で 受 け て 音 圧 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 圧 電 フ ィ ル ム ２
Ｂ は こ の 電 気 信 号 に よ っ て 振 動 面 を 振 動 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 。 防 音 装 置 １ は 、 騒
音 Ｓ 1 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ に よ っ て 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の
電 気 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ の 振 動 面 を 振 動 さ せ て 音 Ｓ 2 を 発 生 し て 、 こ の
音 Ｓ 2 に よ っ て 騒 音 Ｓ 1 を 打 ち 消 し 低 減 さ せ る ア ク テ ィ ブ 方 式 の 防 音 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 す 電 力 発 生 部 ６ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ を 振 動 さ せ る た め の 電 力 を 発 生 す る 部 分
で あ る 。 電 力 発 生 部 ６ は 、 制 御 部 ７ か ら の 指 令 に 基 づ い て 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ 側 の 導 電 部 ４
ａ ， ４ ｂ に 電 流 を 流 し 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ の 振 動 面 を 振 動 さ せ る 補 助 電 源 と し て 機 能 す る 。
制 御 部 ７ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ が 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 発 生 す る よ う に 電 力 発 生 部
６ 及 び 信 号 処 理 部 ９ を 制 御 す る 部 分 で あ る 。 制 御 部 ７ は 、 電 圧 測 定 部 ８ の 測 定 結 果 に 基 づ
い て 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 出 力 す る 電 流 値 が 所 定 値 を 下 回 る よ う な 微 小 電 流 で あ る と 判 断 し
た と き に は 、 騒 音 Ｓ 1 を 打 ち 消 す よ う な 波 長 の 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ が 発 生 す る よ う に
、 電 力 発 生 部 ６ か ら 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ に 供 給 す る 電 力 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 圧 測 定 部 ８ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ 側 の 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ 間 の 電 圧 を 測 定 す る 部 分 で あ
る 。 電 圧 測 定 部 ８ は 、 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ 間 の 電 圧 値 を 測 定 し 、 こ の 測 定 結 果 を 制 御 部 ７ に
出 力 す る 。 信 号 処 理 部 ９ は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 発 生 す る よ
う に 、 こ の 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 出 力 す る 電 気 信 号 を 処 理 す る 部 分 で あ る 。 信 号 処 理 部 ９ は
、 例 え ば 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 出 力 す る 電 気 信 号 を 増 幅 す る と と も に 、 騒 音 Ｓ 1 の 波 長 と
半 波 長 ず れ た 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ が 発 生 す る よ う に こ の 電 気 信 号 を 処 理 す る 電 気 回
路 な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 に は 、 以 下 に 記 載 す る よ う な 効 果 が あ る 。
(1) こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 騒 音 Ｓ 1 を 振 動 面 で 受 け て 音 圧 を 電 気 信 号 に 圧 電 フ ィ ル ム ２
Ａ が 変 換 し 、 こ の 電 気 信 号 に よ っ て 振 動 面 を 振 動 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 圧 電
フ ィ ル ム ２ Ｂ が 発 生 す る 。 こ の た め 、 騒 音 Ｓ 1 に よ る 振 動 エ ネ ル ギ ー を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ
に よ っ て 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し 、 こ の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 利 用 し て 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ を 振
動 さ せ て 音 Ｓ 2 を 発 生 さ せ て 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
(2) こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 騒 音 Ｓ 1 を 低 減 さ せ る 音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ が 発 生 す る よ
う に 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 出 力 す る 電 気 信 号 を 信 号 処 理 部 ９ が 処 理 す る 。 こ の た め 、 例 え
ば 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ が 出 力 す る 微 小 電 流 を 増 幅 し た り 、 騒 音 Ｓ 1 の 波 長 と 半 波 長 ず れ た
音 Ｓ 2 を 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ｂ が 発 生 し た り す る よ う に 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ Ａ に 流 れ る 電 流 を 調
整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
　 図 ５ に 示 す 防 音 装 置 １ は 、 ２ 枚 の 圧 電 フ ィ ル ム ２ と 、 電 極 層 ３ ａ ， ３ ｂ と 、 絶 縁 層 １ ０
な ど を 備 え て い る 。 絶 縁 層 １ ０ は 、 ２ 枚 の 圧 電 フ ィ ル ム ２ を 電 気 的 に 絶 縁 す る 部 分 で あ り
、 電 極 層 ３ ａ と 電 極 層 ３ ｂ と の 間 に 挟 み 込 ま れ た 絶 縁 フ ィ ル ム 、 又 は こ れ ら の 間 に 塗 布 さ
れ た 絶 縁 塗 料 な ど で あ る 。 こ の 第 ３ 実 施 形 態 に は 、 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 効 果
に 加 え て 、 騒 音 低 減 効 果 を よ り 一 層 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 他 の 実 施 形 態 ）
　 こ の 発 明 は 、 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 す る も の で は な く 、 以 下 に 記 載 す る よ う に 種
々 の 変 形 又 は 変 更 が 可 能 で あ り 、 こ れ ら も こ の 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。
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　 こ の 第 １ 実 施 形 態 で は 、 電 力 発 生 部 ６ を 制 御 部 ７ が フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 し て い る が 、 電
力 発 生 部 ６ を 制 御 部 ７ が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 制 御 す る こ と も で き る 。 ま た 、 こ の 第 ２ 実 施
形 態 で は 、 電 圧 測 定 部 ８ の 測 定 結 果 に 基 づ い て 電 力 発 生 部 ６ を 制 御 部 ７ が 制 御 し て い る が
こ の よ う な 構 成 に 限 定 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す 電 圧 測 定 部 ８ を 省 略 し て 図
１ に 示 す 騒 音 検 出 部 ５ を 設 置 し 、 こ の 騒 音 検 出 部 ５ の 検 出 結 果 に 基 づ い て 電 力 発 生 部 ６ を
制 御 部 ７ が 制 御 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 こ の 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ を ２
枚 積 層 す る 場 合 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 圧 電 フ ィ ル ム ２ を ３ 枚 以 上 積 層 す る こ と も で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 分 解 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 防 振 部 材 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III-III線 で 切 断 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 分 解 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 防 音 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 防 音 装 置
　 ２ ， ２ Ａ ， ２ Ｂ 　 圧 電 フ ィ ル ム
　 ３ ａ ， ３ ｂ 　 電 極 層
　 ４ ａ ， ４ ｂ 　 導 電 部
　 ５ 　 騒 音 検 出 部
　 ６ 　 電 力 発 生 部
　 ７ 　 制 御 部
　 ８ 　 電 圧 測 定 部
　 ９ 　 信 号 処 理 部
　 １ ０ 　 絶 縁 層
　 Ｓ 1 　 騒 音
　 Ｓ 2 　 音
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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